
川崎都市計画メールマガジンのご案内

川崎市では、都市計画手続やまちづくりに関する意見交換などのお知ら

せについて、市ホームページをはじめ、市政だより、掲示物等でお知らせしてい

るほか、御希望される方に川崎都市計画メールマガジンを配信しています。

受付でお配りいたしました、『川崎都市計画素案説明会等のお知らせ』裏

面にメルマガ登録QRコードを掲載しておりますのでご覧ください。

メルマガ登録QRコード
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川崎都市計画素案説明会
（３・２・５号南幸町渡田線の変更ほか関連案件）

日時：令和８年１０月１日（木）午後７時～午後８時３０分
場所：川崎市役所本庁舎２階ホール

１ 川崎都市計画 道路の変更

２ 川崎都市計画 用途地域の変更

３ 川崎都市計画 高度地区の変更

４ 川崎都市計画 防火地域及び準防火地域の変更

５ 川崎都市計画 地区計画の変更
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説明の流れ 南幸町渡田線

１ 都市計画変更の概要

２ 変更に至る背景

３ 都市計画素案

４ 今後の都市計画手続
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１ 都市計画変更の概要

（１） 周辺の状況
（２） 南幸町渡田線の変更について
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（１） 周辺の状況 南幸町渡田線
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東日本旅客鉄道
南武線（支線）

川崎駅

東日本旅客鉄道
東海道線ほか

３・１・２号 東京大師横浜線

３・２・６号 国道１号線

３・２・５号 南幸町渡田線（変更範囲）

３・１・１号 国道１５号線

元木交差点

鋼管通り交差点

小田栄駅

東日本旅客鉄道
南武線

京浜急行本線



（２） 南幸町渡田線の変更について 南幸町渡田線
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都市計画道路の区域

歩
道

現在の道路幅員

歩
道

車
道

車
道

■変更前

都市計画道路の区域

歩
道

現在の道路幅員

歩
道

車
道

車
道

■変更後

民
有
地

民
有
地

都市計画道路の区域を現在の道路幅員に変更します

南幸町渡田線の一部区間

（区域の変更に伴い、関連する都市計画道路及び用途地域等の区域も併せて変更）

■関連する区域の変更
１．川崎都市計画道路の変更

（３・２・３号富士見鶴見駅線）
２．用途地域の変更
３．高度地区の変更
４．防火地域及び準防火地域の変更
５．地区計画の変更

■主な区域の変更
川崎都市計画道路の変更
（３・２・５号南幸町渡田線）

横断面図位置

横断面図（イメージ）

元木交差点

鋼管通り交差点

(

横
浜
側)

(

東
京
側)

(

横
浜
側)

(

東
京
側)



２ 変更に至る背景

（１） 都市計画道路網の見直し方針について
（２） これまでの経緯
（３） 平成30年の見直し方針の内容
（４） 道路整備の状況
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（１） 都市計画道路網の見直し方針について 南幸町渡田線
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出典︓都市計画道路網の見直し方針（平成20年６月）

都市計画決定後、長期間未整備の路線が存在し

ており、道路に求められている機能や役割が

変化している

必要性を検証した上で見直しが必要

本格的な少子高齢化社会の到来や市民の価値観の変化

都市計画決定以後の地価高騰による用地取得の問題

事業の長期化

社会情勢の変化



（２） これまでの経緯 南幸町渡田線
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内 容年 月

「都市計画道路網の見直し方針」を策定

（７路線１１区間を見直し候補路線に選定）
平成20年６月

小杉木月線など４路線６区間の変更手続を完了平成23年７月

野川柿生線の１区間の変更手続を完了
（同年度に改良候補の清水台交差点の改良完了）

平成25年４月

「都市計画道路網の見直し方針」を改定
（３路線３区間を見直し候補路線に選定）

平成30年３月

大田神奈川線の１区間の変更手続を完了
（H20.6に選定した見直し候補路線）

令和６年８月



（３） 平成３０年の見直し方針の内容 南幸町渡田線
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廃止候補路線

変更候補路線

代替路線

【凡例】

① 野川柿生線
L=約1,900m W=12m

② 南幸町渡田線
L=約2,120m W=30m

③ 中瀬線
L=約750m W=20m

元木交差点

鋼管通り交差点

多摩川

都県境

国道409号

横浜生田線

西長沢交差点付近

聖マリアンナ

医科大学

 車道部については、既に将来交通量に応じた車線数及び幅員で整備済み

 歩道や自転車通行環境については、必要な空間が確保されており、無電柱化による

歩道等の整備が予定されている

今回の変更路線

現在の道路幅員によっても都市の骨格形成や都市の防災性向上に資する

都市計画道路として必要な機能を十分に発揮できる

都市計画道路網の見直し方針の改定（平成30年3月）の内容

「変更候補区間」として選定



（４） 道路整備の状況 南幸町渡田線
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平成25年度
無電柱化工事完了

令和８年度
無電柱化工事完了

令和８年度から設計に着手
（工事完了時期は未定）

※地理院地図を一部加工して使用しています（出典：国土地理院）

元木交差点

鋼管通り交差点

渡田新町公園付近

東京大師横浜線方面

東京大師横浜線方面

小田栄町
交差点付近

小田栄町交差点

渡田交差点



３ 都市計画素案

（１） 道路の変更
（２） 用途地域の変更
（３） 高度地区の変更
（４） 防火地域及び準防火地域の変更
（５） 地区計画の変更

12



（１） 道路の変更 南幸町渡田線
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２ぺージ



（１） 道路の変更 南幸町渡田線
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本市の都市計画道路網は、平成20年６月に「都市計画道路網の見直し方針」を策定し、必要性

等の検証を行ったうえで見直しを行いました。その後、社会情勢の変化等を的確に捉え、これま

で以上に効率的・効果的な都市計画道路網の形成を図ることを目的として、平成30年３月に同方

針の改定を行いました。

本案の都市計画道路３・２・５号南幸町渡田線の一部区間は、現在の道路幅員により都市の骨

格形成や都市の防災性向上に資する都市計画道路として、機能の充足が図られることから、計

画幅員を変更するほか、車線の数を定める等の変更を行うものです。

なお、本案の都市計画道路３・２・３号富士見鶴見駅線は、都市計画道路３・２・５号南幸町渡田

線の計画幅員を変更することに伴い、隅切りの位置を変更するほか、車線の数を定める等の変

更を行うものです。

都市計画変更の理由



用途地域とは

都市計画法に定める根幹的な都市計画で、良好
な市街地環境の形成や都市における住居、商業、
工業などの土地利用の適正な配置による機能的な
都市活動の確保を目的としている。

用途地域ごとに建築できる建築物を制限

第一種低層住居専用地域 第二種低層住居専用地域
第一種中高層住居専用地域 第二種中高層住居専用地域
第一種住居地域 第二種住居地域
準住居地域 田園住居地域
近隣商業地域 商業地域
準工業地域 工業地域
工業専用地域

※市内に田園住居地域の指定はありません。

（２） 用途地域の変更

１３種類

15

南幸町渡田線



（２） 用途地域の変更
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南幸町渡田線

中心

都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
道
路

変更前 変更後

変更① 都市計画道路中心を基準に定めている用途地域
→南幸町渡田線の区域変更に連動し、境界位置を変更する

中心

25m
▼都計道界 ▼現地杭界

凡例： 変更範囲 変更後の境界線 変更前の境界線

※都計道界・・・都市計画道路を基準に境界を示すもの
現地杭界・・・座標により境界を示すもの

変更② 都市計画道路端から25mを基準に定めている用途地域
→境界名称を「現地杭界」に変更し、境界位置は変更しない

変更
①

変更
②



（２） 用途地域の変更 南幸町渡田線

川崎都市計画用途地域の変更

→ 面積 約0.01ha 

川崎都市計画用途地域の変更

→ 面積 約0.1ha 

川崎都市計画用途地域の変更

→ 面積 約0.1ha 

３ぺージ

イメージ図

変更①
境界位置を変更後の
都市計画道路中心に変更
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３ぺージ

（２） 用途地域の変更
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南幸町渡田線

変更②
境界名称を変更し、境界位置は変更しない

川崎都市計画用途地域の変更
都計道界 → 現地杭界

（旧都計道界）

「都計道界」
都市計画道路を基準に境界を示すもの

「現地杭界」
座標により境界を示すもの

イメージ図
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高度地区とは

用途地域と連動し、それぞれの用途地域の市街
地環境を維持し、又は増進を図るため、建築物の
高さの最高限度などを定める。

用途地域に連動して４種類の高度地区を指定

（３） 高度地区の変更

第一種低層住居専用地域
第二種低層住居専用地域
田園住居地域

第一種中高層住居専用地域
第二種中高層住居専用地域

第一種住居地域
第二種住居地域
準住居地域
準工業地域・近隣商業地域（容積率２００％）

工業地域

第１種高度地区

第２種高度地区

第３種高度地区

第４種高度地区

南幸町渡田線
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（３） 高度地区の変更

４ページ

南幸町渡田線

川崎都市計画高度地区の変更
第３種高度地区 → 指定なし 面積 約0.1ha

川崎都市計画高度地区の変更
指定なし → 第３種高度地区 面積 約0.01ha

変更①
境界位置を変更後の
都市計画道路中心に変更

第３種高度地区
最高の高さ：２０ｍ
北側制限 ：立上り１０m、勾配１.２５/１
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（３） 高度地区の変更

４ページ

南幸町渡田線

川崎都市計画高度地区の変更
都計道界 → 現地杭界

（旧都計道界）

「都計道界」
都市計画道路を基準に境界を示すもの

「現地杭界」
座標により境界を示すもの

変更②
境界名称を変更し、境界位置は変更しない



防火地域及び準防火地域とは

（４）防火地域及び準防火地域の変更

指定の考え方

市街地を火災の発生や延焼の危険から守るため定めるも
ので、耐火建築物などの火災に強い建築物を促進するため
定める。

本市では、原則として、容積率４００％以上の区域及び密集市街地内の
主要幹線道路沿いの容積率３００％以上で特に防火性の向上を図るべき
区域を指定する。
ただし、幹線道路の沿道等に、防火地域を路線的に指定する場合、原則

として、道路端から概ね１１ｍの距離をもたせて定めるものとする。

【防火地域】

本市では、防火地域の指定区域を除く用途地域が定められている区域等
で容積率２００％以上の区域を指定する。

【準防火地域】
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南幸町渡田線



（４）防火地域及び準防火地域の変更

→防火地域 準防火地域

23

南幸町渡田線

川崎都市計画防火地域及び準防火地域の変更
防火地域 → 準防火地域 面積 約0.9ha

防火地域

５ぺージ

準防火地域

防火地域及び準防火地域の境界位置を
変更後の都市計画道路端から１１ｍに変更

拡大図



地区計画制度

関係権利者の意向を踏まえ、地区の特性にあった
まちづくりを行うための制度

広域の土地利用を
調整・実現するもの 街区単位できめ細かな

市街地像を実現するもの

用途地域・都市施設

地区計画

（５） 地区計画の変更
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南幸町渡田線



南幸町渡田線
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（５） 地区計画の変更

小田栄西地区

小田栄地区

川崎都市計画地区計画の変更



南幸町渡田線
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（５） 地区計画の変更

小田栄西地区

小田栄地区

拡大図

境界位置を変更後の
都市計画道路端に変更



（５） 地区計画の変更（小田栄西地区）
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南幸町渡田線

変更前

建ぺい率 建蔽率

変更後

面積

文言の整理
変更なし

６ぺージ

変更前

約９．０ha 約９．1ha

変更後



（５） 地区計画の変更（小田栄西地区）
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南幸町渡田線

地区の面積 A地区

変更前 変更後

建築基準法
別表第２（ぬ）項

文言の整理

建築基準法
別表第２（る）項

※建築基準法の改正（平成30年4月1日施行）
によるずれを修正

変更なし

７ぺージ

変更前

約６．４ha 約６．６ha

変更後



（５） 地区計画の変更（小田栄西地区）
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南幸町渡田線

変更前

建ぺい率 建蔽率

変更後

文言の整理
変更なし

９ぺージ

８ぺージ



（５） 地区計画の変更（小田栄西地区）
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南幸町渡田線

境界位置を変更後の
都市計画道路端に変更

A地区北側の壁面の位置の制限：
変更後の都市計画道路境界線から5ｍ以上

14ぺージ



（５） 地区計画の変更（小田栄地区）
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南幸町渡田線

変更前

建ぺい率 建蔽率

変更後変更なし

文言の整理

15ぺージ

面積
変更前

約６．６ha 約６．６ha

変更後



（５） 地区計画の変更（小田栄地区）
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南幸町渡田線

変更なし

地区の面積

16ぺージ

変更前

約１．３ha 約１．３ha

変更後

A地区



（５） 地区計画の変更（小田栄地区）
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南幸町渡田線

変更なし

変更前

建ぺい率 建蔽率

変更後

文言の整理

18ぺージ

17ぺージ



（５） 地区計画の変更（小田栄地区）
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南幸町渡田線

境界位置を変更後の
都市計画道路端に変更

３ぺージ



４ 今後の都市計画手続
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都
市
計
画
変
更
の
告
示

都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
案
の
縦
覧
【
２
週
間
】

今後の都市計画手続（全体の流れ）

※1 地区計画区域内の土地の所有者等の方が、地区計画に関する事項の都市計画の原案に対して、意見書を提出できます。
※2 川崎市民及び利害関係人の方が、本案件に関する事項の都市計画の案に対して、意見書を提出できます。

※2

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

公
聴
会
（
令
和
８
年
11

月
2

日
）

素
案
縦
覧
（
令
和
８
年
10

月
2

日
～

令
和
８
年
10

月
16

日
）

素
案
説
明
会
（
令
和
８
年
10

月
1

日
）

公述申出書受付
※公述の申し出が

あった場合のみ開催
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南幸町渡田線

都
市
計
画
原
案
の
縦
覧
【
２
週
間
】

公
述
意
見
の
要
旨
と

市
の
考
え
方
縦
覧
【
1
か
月
間
】

⑧

※１



縦覧場所
○まちづくり局計画部都市計画課
○川崎区役所 ○田島支所仮庁舎

受付時間
平日 午前８時３０分～午後５時

縦覧期間

令和８年１０月２日（金）～
令和８年１０月１６日（金）

今後の都市計画手続（素案縦覧）

① ② ③

受付時間
平日 午前９時３０分～午後７時
土日・祝日 午前９時３０分～午後５時

○川崎図書館

素
案
説
明
会
（
令
和
８
年
10

月
１
日
）

素
案
縦
覧
（
令
和
８
年
10

月
2

日
～

令
和
８
年
10
月
16

日
）

公
聴
会
（
令
和
８
年
11

月
2

日
）

縦覧期間中、「都市計画素案」を市ホームページに掲載します。

川崎市HP＞ 都市計画 手続き中 で検索＞『現在手続き中の都市計画案件』
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小杉町３丁目東地区

申出期間

令和８年１０月２日（金）～
令和８年１０月１６日（金）

今後の都市計画手続（公述の申し出）

申出方法

○書面での提出

・公述申出書を都市計画課へ郵送又は持参
・公述申出書の書式は自由

（氏名、住所、意見の要旨を記載）
・参考書式は縦覧場所又は本市ホームページで

○電子申請

・本市ホームページから申請

公述申し出ができるのは、川崎市民又は
利害関係人の方

① ② ③

素
案
縦
覧
（
令
和
８
年
10

月
2

日
～

令
和
８
年
10
月
16

日
）

素
案
説
明
会
（
令
和
８
年
10

月
１
日
）

公
聴
会
（
令
和
８
年
11

月
2

日
）
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小杉町３丁目東地区今後の都市計画手続（公聴会）

公述の申し出があった場合のみ開催

公聴会

日時：
令和８年11月２日（月）

午後７時～
場所：

川崎市役所本庁舎2階
201・202会議室

・申出多数の場合抽選（定員１０名）
・公述はおひとり１５分以内
・開催しない場合は10月26日(月)頃までに

本市ホームページ及び縦覧場所に掲示

公
聴
会
（
令
和
８
年
11

月
2

日
）

素
案
縦
覧
（
令
和
８
年
10

月
2

日
～

令
和
８
年
10
月
16

日
）

素
案
説
明
会
（
令
和
８
年
10

月
１
日
）

① ② ③
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公述人

公述の申出をされた方は都市計画素案に対する

ご意見を述べることができます。

※傍聴もできます

公聴会の様子
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今後の都市計画手続 南幸町渡田線
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